
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

           

 

  

{ 東海釣りインストラクター協議会（JOFI 東海） 会長  松岡 隆春 } 

（一社）全釣り協 
平成 31年 3 月 22日 

JOFI 東海プレス 
月別沖釣りターゲット 

<活動報告・活動予定・告知板 > 

釣り人ジャーナル JOFI 東海.Com 

 

＜サメ可愛い

よ！＞ 

 3月 21日（木）早朝から、電話やメールで「釣り桟橋は、何日から再開するのですか？ 20日（水）

に、工事終了と書いてあったじゃないですか？」という釣り人・釣り具店からの質問が相次いで寄せられた。 

 私が“JOFI 東海プレス”に“復旧工事は、3 月 20日頃に終了予定”と書いたのを“工事終了後すぐに

オープン”と拡大解釈した方が大勢居られたらしい。 『聞き間違いは、言い手の粗相』ではないが、『読

み間違いは、書き手の粗相』と考え、自分の目で確認するため、釣り桟橋に直行した。 

「豊浜の“釣り桟橋”は、 

何日からオープンするの？」 

 釣り桟橋には、人影は全くなく、工事は終了しているように思えた。 

 東側からの写真撮影後、釣り桟橋前の駐車場に向かった。 ここは、 

トラロープで囲われ、進入禁止の看板が立っていた。 

 北側の船着き場では、7～8名が釣りを楽しんでおられたが、釣り 

桟橋には人影は無かった。 帰り際に、近くの“大井釣り具店” に 

立ち寄り、情報収集を試みたが、確定情報は得られなかった。  

しかし、女将さんから「オープンしたら、すぐに連絡してあげるよ」といううれしい言葉をいただいた。 

本日は、祭日のため、漁協や建築事務所での聞き込みはできませんでしたが、愛知県水産課経由の情報 

収集に関しては、更なる強化を図ろうと思っております。 

  

 『ルール・マナーを守り、ゴミは持ち帰りましょう 』 

“釣り桟橋”に出向き、情報収集 

  ⇒オープン日時確認できず ‼ 

  「この修復工事中、立ち入り禁止にしてあるのに、破損個所を広げて桟橋に入り込み、釣りをする人が

数人いた。 こんなことでは、開放も考えなくては！」という管理担当者の声も聞こえております。 

 この釣り桟橋は、魚影も濃く、駐車場・トイレも完備されている県有数の好釣り場である。  

末永く、釣りを楽しむため『ルール・マナーを守り、ゴミは持ち帰りましょう ‼』 


